
兄弟姉妹の皆様 

私たちのローマのパパ様・故フランシスコ教皇様は今回のシノドスにおいて、「第 2バチカン公会議を 

見直し、立ち戻り、生かしてほしい」とメッセージをくださいました。  

2022年待降節から、ミサの式次第が新しくなりました。これも、その新しい流れの一つです。 

今回はサンパウロ発行  第２バチカン公会議 公文書全集 南山大学監修 「第 5 章 典礼暦年」を 

解説します。 

私たちも、ミサや祈りに主体的に関われるように、ご一緒に学びましょう。  

尚、わかりやすい表現を用いるため、多くの資料を参考にさせていただいておりますことをはじめに 

お伝えしておきます。 

主任司祭 ヨハンネス・ヴィアンネ・ラマ O.C.D. 

第 5章 典礼暦年 

典礼憲章 ㊹ ～第二バチカン公会議公文書より～ 

 

キリストの秘儀：慈しみ深い母なる教会は、神聖な花婿（イエス様）の救いのわざ（わたしたちを罪から 

救い出して、わたしたちが永遠の命にあずかれるように十字架にかけられて亡くなった 

こと）を、一年を通して、一定の日に、聖なる気持ちをもって思い起こしてお祝いする 

ことを務めとしています。 

 

そして、毎週「主日」と名付けた日に【主の復活】を記念し、また年に一度、【主の聖な 

る受難】とともに【復活祭】の盛大な儀式を祝います。 

 

また、一年を周期として、キリストの秘儀全体を受肉し（人間と同じ肉体を持たれた） 

降誕から昇天、聖霊降臨の日へさらに【幸いなる希望】と【主の来臨】の待望へと展開 

しています。 

 

こうして、教会はイエス様のあがないの秘儀（神さまが自らの独り子イエス様を犠牲に 

してわたしたち人間を罪と死から解放し救ってくださること）を記念しつつ、【主の徳と 

功績との富】（わたしたちへの愛と自らの命を犠牲にされた救いのみ業）を信者に広く開 

け放ちます 

それによって、この秘儀があらゆる時に現存するものとなり、信者はこれに接し、救い 

の恵みに満たされるようになります。 

 

（つづく） 


